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川
口
市
夏
の
風
物
詩

「
第
43
回
た
た
ら
祭
り
」

が
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
で

川
口
市
制
施
行
90
周
年

を
記
念
し
、
７
月
29
・

30
日
に
開
催
さ
れ
大
勢

の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　
「
拉
致
問
題
を
考
え
る

川
口
の
会
」（
代
表
＝

前
原
博
孝
さ
ん
）
は
、

署
名
活
動
や
「
田
口
八

重
子
さ
ん
を
ご
存
じ
で

す
か
？
早
期
解
決
を
望

み
ま
す
か
？
北
朝
鮮
に

よ
る
拉
致
被
害
者
が
い

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
？
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
。

　

下
の
写
真
の
よ
う
な

結
果
と
な
り
、
そ
の
関

心
の
高
さ
が
伺
え
た
。　
　

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
数
を

大
量
に
増
や
し
た
花
火

大
会
で
終
了
し
た
。　

　

猛
暑
の
中
、
奥
ノ
木

信
夫
市
長
は
じ
め
、
衆

議
院
議
員
の
新
藤
義
孝

さ
ん
、
知
事
選
中
の
大

野
元
裕
さ
ん
、
県
議
、

市
議
が
勢
揃
い
さ
れ
た
。

　

写
真
上
は
左
の
写
真

撮
影
時
に
一
緒
に
で
き

な
か
っ
た
新
藤
さ
ん
。

　
　
　
　

                川口市制施行９０周年記念
            第４３回 たたら祭り開催
           立石県議、 永瀬県議が県政報告会

埼
玉
県
の
治
水
対
策
の

　　
取
組
み
に
つ
い
て
報
告

永瀬さん「政治は未来のためにある」と！

　

立
石
泰
広
県
議
は
、

第
１
２
７
代
県
議
会
議

長
就
任
報
告
を
兼
ね
、

改
選
後
初
の
県
政
報
告

会
を
７
月
19
日
フ
レ
ン

デ
ィ
ア
で
開
催
さ
れ
た
。　

　

大
野
元
裕
県
知
事
も

激
励
に
駆
け
付
け
た
。

　

立
石
さ
ん
は
「
お
か

げ
さ
ま
で
４
０
０
名
を

超
え
る
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
。

県
政
報
告
で
は
、
大
雨

や
台
風
に
よ
る
出
水
の

状
況
（
川
口
市
）。
防
災

力
を
高
め
る
～
「
な
が

す
」
対
策
の
推
進
。「
た

め
る
」
対
策
の
強
化
～
。

流
域
治
水
の
推
進
等
を

熱
く
述
べ
ら
れ
た
。

　

県
知
事
選
挙
結
果
は
、

来
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

　

７
月
４
日
フ
レ
ン

デ
ィ
ア
に
於
い
て
、
永

瀬
秀
樹
県
議
会
議
員
の

県
政
報
告
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

開
会
宣
言
は
、
石
川

義
明
川
口
鋳
物
工
業
協

同
組
合
理
事
長
。
挨
拶

は
伊
藤
光
男
連
合
後
援

会
会
長
。
県
議
選
堂
々

２
位
の
当
選
を
飾
っ
た

結
果
報
告
を
宍
倉
慶
治

戸
塚
地
区
後
援
会
会
長
。

　

来
賓
は
、
奥
ノ
木
信

夫
市
長
、
新
藤
義
孝
衆

議
院
議
員
、
古
川
俊
治

参
議
院
議
員
、
商
工
会

議
所
会
頭
細
野
博
隆
さ

ん
、
２
人
の
参
議
代
理

や
市
議
。
そ
の
他
、
支

猛
暑
の
中  

大
野
知
事
も
！　立石泰広県議、奥ノ木信夫市長、大野元裕県知事、永瀬秀樹県議、松本進市議会議長

　関裕通市議、益田みなみ市議、前原博孝市議、
　　　船津由徳市議、新藤義孝衆議院議員菊地博秘書。

援
者
約
２
０
０
名
余
り

が
出
席
し
た
。

　

永
瀬
県
議
は
、「
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、

期
待
に
応
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
」
と
述

べ
た
。

　

写
真
中
央
は
奥
ノ
木

信
夫
市
長
、
右
は
片
山

さ
つ
き
参
議
院
議
員
、

そ
の
前
が
永
瀬
県
議
、

右
隣
前
原
博
孝
市
議
、

町
会
長
な
ど
新
郷
地
区

か
ら
参
加
し
た
皆
さ
ん
。



第３３８号　　新　郷　新　聞　２０２３年（令和５年）８月１６日（水）　　　　（２）　

59

令
和
５
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン　
　

武
南
交
通
安
全
協
会　
　
　
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　 

川
口
市
防
犯
協
会

★東本郷南町会（ 町会長＝山﨑一夫さん）　写真左から、 山﨑町会長、 工藤慎太郎さん、
永瀬秀樹県議、 小見山祐紀奥ノ木信夫市長秘書、 前原江戸袋町会長＆市議。

★本蓮町会（ 町会長＝中山久仁夫さん） 写真左から、 飯塚孝行市議、 鵜飼勝副町会長 ・ 小堀勝一副町会長、
中山町会長、 永瀬秀樹県議、 関口隆夫副町会長 ・ 田中紀夫副町会長。

　　

猛
暑
の
中
で
４
年
ぶ
り
の
盆
踊
り
大
会
開
催

　
１
日
開
催
は
４
町
会
、
２
日
間
開
催
は
６
町
会
で
し
た
。

　
目
立
っ
た
の
は
思
考
を
凝
ら
し
た
町
会
、
高
齢
化
で
櫓
の
準
備
が
大

変
な
町
会
も
！　
ケ
ガ
、
病
気
な
く
無
事
終
了
。

★榛松町会（ 町会長＝宮原美子さん） 前列左から、 寺本町会長、 前原町会長、
関根町会長、 中山町会長。 後列左から、 大場町会長、 長谷部町会長、 宮原町会長、
永瀬秀樹県議、 新藤義孝衆議院議員 菊地博秘書。

★
新
堀
町
会
（
町
会
長
＝
大
場
茂
樹
さ
ん
）
前
列
左
か
ら
、
寺

本
町
会
長
、
大
場
町
会
長
、
山
﨑
町
会
長
。

後
列
左
か
ら
飯
塚
孝
行
市
議
、
永
瀬
秀
樹
県
議
、
前
原
町
会
長
。

★
江
戸
袋
町
会
（
町
会
長
＝
前
原
博
孝
さ
ん
）
前
列
左
か
ら
、

中
村
浩
幸
さ
ん
、
田
崎
一
さ
ん
、
新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員 

菊

地
博
秘
書
。
後
列
左
か
ら
、
石
田
カ
ズ
イ
さ
ん
、
前
原
町
会
長
、

永
瀬
秀
樹
県
議
。

★
大
東
町
会
（
町
会
長
＝
長
谷
部
秋
仁
さ
ん
）
前
列
左
か
ら
、

前
原
町
会
長
、
後
藤
る
み
市
議
、
萩
原
一
寿
県
議
、
後
列
左
か
ら

澁
谷
昌
己
さ
ん
、
長
谷
部
町
会
長
、
永
瀬
秀
樹
県
議
。

★峯町会（ 町会長＝遠藤太嘉志さん） 最後列中央が遠藤町会長と踊り子の皆さん。

★
赤
井
町
会（
町
会
長
＝
関
根
和
雄
さ
ん
）前
列
左
か
ら
、

飯
塚
孝
行
市
議
、
関
根
町
会
長
、
永
瀬
秀
樹
県
議
、
村

津
考
徳
さ
ん
。
後
列
左
か
ら
，
大
栁
祐
一
さ
ん
、
幡
野

茂
市
議
、
相
馬
晃
重
さ
ん
、
千
葉
正
吾
さ
ん
、
粕
谷
笑

子
さ
ん
、
石
島
正
文
さ
ん
。

★
東
本
郷
台
町
会
（
町
会
長
＝
寺
本
正
和
さ
ん
）
写
真
左

か
ら
大
塚
勇
吉
さ
ん
、吉
田
千
津
子
さ
ん
、大
谷
禎
子
さ
ん
、

寺
本
正
和
町
会
長
、
大
場
新
堀
町
会
長
。

　★前野宿町会（ 町会長＝細川みさをさん）　写真左から、 新藤義孝衆議院議員 菊地博秘書、 星
野哲也さん、 増田美弥子さん、 細川町会長、 橋本茂さん、 森尾国子さん。
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自
転
車
に　

乗
る
な
ら
必
ず　

ヘ
ル
メ
ッ
ト　
　
　
　

武
南
警
察
署　
　
　
　
　
　

と
い
う
電
話
は
詐
欺　
　

 　

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

健
康
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
健
康
寿
命
と
、

生
き
て
い
る
だ
け
と
言
う

平
均
寿
命
の
差
は
だ
ん
だ

ん
大
き
く
な
っ
て
い
て
、

今
や
男
女
と
も
10
年
前
後

の
開
き
が
あ
り
、
今
ま
で

に
は
な
か
っ
た
様
々
な
問

題
が
起
き
て
い
ま
す
。　

例
え
ば
、
骨
折
は
寝

た
き
り
に
な
る
原
因
の
１

つ
で
す
。
高
齢
に
な
る
と

骨
の
硬
さ
が
落
ち
て
骨
折

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
主
に

食
事
と
と
も
に
運
動
不
足

で
あ
り
、
骨
を
支
え
て
い

る
筋
肉
が
落
ち
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。

高
齢
者
の
よ
く
行
く

と
こ
ろ
に
病
院
や
医
院
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
し
ば

し
ば
処
方
さ
れ
る
の
が
、

「
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
イ
ト
製

剤
」
と
言
う
舌
を
噛
み
そ

う
な
名
前
の
、
骨
が
ス
カ

ス
カ
に
な
る
の
を
防
ぐ
薬

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
薬
は
長
く
続
け

て
い
く
と
骨
を
強
く
す
る

効
果
が
出
ま
す
。
歯
科
に

通
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
の

多
く
も
骨
折
を
避
け
る
た

め
に
使
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
薬
を

使
っ
て
い
る
患
者
さ
ん

は
、
歯
が
痛
く
て
も
、
そ

の
歯
を
抜
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
歯
を
抜
く
と
歯

を
支
え
て
い
る
顎
の
骨
に

ば
い
菌
が
入
り
ま
す
。

通
常
は
自
然
に
、
そ

れ
で
も
治
る
も
の
が
、
こ

の
薬
を
飲
ん
で
い
る
人

は
、
抜
い
た
後
の
穴
が
塞

が
ら
ず
、
治
る
ど
こ
ろ
か
、

悪
化
し
て
骨
が
腐
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
の
場
で
は
抜
け
な

い
の
で
、
鎮
痛
剤
で
抑
え

て
お
い
て
、
投
薬
さ
れ
て

い
る
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
イ
ト

製
剤
は
緊
急
の
薬
で
は
な

い
の
で
、
２
、３
ヶ
月
休

薬
し
て
も
ら
い
、
そ
の
あ

と
で
、
歯
を
抜
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
） 

     

院
長　

岩
下　

一
三 

新郷東小学校頑張りました‼
新
郷
公
民
館
で
七
夕
祭
り

　

７
月
８
日
、
令
和

５
年
度
新
郷
公
民
館

地
区
「
七
夕
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、

玄
関
前
で
短
冊
に
願

い
事
を
書
き
、
飾
り

つ
け
を
し
て
、
第
１

部
の
午
前
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
の

輪
投
げ
や
的
あ
て
、

バ
ス
ケ
、
抽
選
会
に

挑
戦
し
て
い
た
。

　

第
２
部
の
午
後
は

舞
台
で
、
赤
井
バ
ト

ン
ク
ラ
ブ
・
ナ
ン
シ
ー

キ
ャ
ッ
ツ
チ
ヤ
ー
ダ

ン
ス
チ
ー
ム
・
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
ウ
ィ
ッ
プ
・

新
郷
剣
道
ク
ラ
ブ
・

赤
井
子
ど
も
太
鼓
ク

ラ
ブ
が
発
表
し
た
。

　
「
勉
強
が
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
と
、

短
冊
に
書
き
ま
し
た
」

と
、
陽
子
さ
ん
。

　

写
真
左
か
ら
、
朝

倉
信
行
東
本
郷
小
校

長
、
萩
原
美
樹
新
郷

小
校
長
、
国
島
義
男

館
長
、
前
山
浩
文
実

行
委
員
長
、
関
根
和

夫
赤
井
町
会
長
。　

り
、
学
科
試
験
で
は
、

交
通
安
全
の
知
識
と

し
て
、
交
通
規
制
・

道
路
標
識
・
安
全
な

乗
り
方
に
つ
い
て
出

題
さ
れ
、
実
技
で
は

安
全
技
能
走
行
テ
ス

ト
と
し
て
、交
通
ル
ー

ル
の
尊
守
・
安
全
走

行
技
術
の
有
無
等
を

問
わ
れ
た
。

　

栗
林
丈
夫
教
頭
は

「
団
体
戦
の
８
位
入
賞

は
逃
し
た
が
全
体
36

校
の
中
９
位
で
し
た
。

一
生
懸
命
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
」
と
。

　

脇
田
千
穂
先
生
、

保
坂
未
馬
先
生
も
応

援
さ
れ
た
。　
　

　

写
真
は
武
南
交
通

安
全
協
会
と
、
新
郷

東
小
学
校
か
ら
提
供

さ
れ
た
も
の
で
す
。

秋が楽しみ！　新郷東小「 彼岸花球根」 植え

　

６
月
24
日
、
彩
の

国
く
ま
が
や
ド
ー
ム

に
お
い
て
「
第
55
回 

交
通
安
全
子
供
自
転

車
埼
玉
県
大
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。　

　

選
手
は
、
県
内
の

警
察
署
管
内
に
あ
る

小
学
校
か
ら
各
１
校

が
選
ば
れ
る
。

　

地
元
の
武
南
警
察

署
か
ら
は
、
新
郷
東

小
学
校
（
校
長=

岡

本
賢
一
さ
ん
）
が
選

ば
れ
同
署
交
通
課
の
、

曽
根
茂
さ
ん
と
丸
谷

渚
さ
ん
に
指
導
を
受

け
、
13
人
が
練
習
に

取
り
組
み
４
人
の
選

手
と
補
欠
１
人
が
出

場
し
、
大
会
で
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
た
。

　

競
技
は
、
学
科
試

験
と
実
技
試
験
が
あ

　

７
月
３
日
、
川
口

市
公
園
緑
地
公
社
は
、

新
郷
東
部
公
園
に
四

季
の
彩
り
を
と
、
園

内
に
順
次
ヒ
ガ
ン
バ

ナ
を
植
栽
し
、
秋
の

彩
り
の
演
出
を
試
み

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

公
園
に
隣
接
す
る

新
郷
東
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
の
、
自
然

環
境
へ
の
関
心
を
高

め
、
地
域
と
子
ど
も

た
ち
と
の
つ
な
が
り

を
促
進
し
た
い
と
、

総
合
学
習
の
一
環
と

し
て
、
４
年
生
全
員

に
よ
る
１
０
０
０
球

の
植
え
込
み
作
業
や

目
印
プ
レ
ー
ト
の
設

置
を
行
っ
た
。

　

公
園
管
理
係
長
の

吉
野
恵
三
さ
ん
の
説

明
を
聞
い
て
、
１
人

14
個
の
球
根
を
植
え

込
ん
だ
。　

　

児
童
た
ち
は
硬
い

土
を
一
生
懸
命
掘
り

起
こ
し
植
え
て
い
た
。

　

写
真
左
か
ら
栗
林

丈
夫
教
頭
、
吉
野
恵

三
さ
ん
、
岡
本
賢
一

校
長
。

　写真左から栗林教頭、曽根さん、岡本校長、児童の皆さん。右
手前、保坂未馬先生。後は脇田千穂先生、右は丸谷渚さん。
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エ
ー
ザ
イ
の
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
新
薬
「
レ
カ

ネ
マ
ブ
」
を
米
国
Ｆ
Ｄ

Ａ
が
７
月
に
、
治
療
薬

と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
薬
「
レ
カ
ネ
マ
ブ
」

は
、
早
期
の
認
知
機
能

低
下
者
に
対
す
る
臨
床

試
験
に
お
い
て
、
認
知

機
能
の
低
下
を
27
％
抑

え
る
。

　

つ
ま
り
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
進
行
を
抑
え

る
効
果
が
あ
る
と
確
認

さ
れ
た
の
で
す
。

　

対
症
療
法
か
ら
「
原

因
」
の
治
療
へ
、
画
期

的
な
治
療
薬
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
の
治
療
は
、

認
知
機
能
に
関
係
し
た

神
経
細
胞
間
の
信
号
の

 

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（309

伝
達
を
補
助
し
た
り
、

過
剰
な
刺
激
を
防
い
だ

り
す
る
治
療
薬
が
処
方

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
段
階
で
、

高
齢
者
の
５
人
に
１
人

が
認
知
症
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
一
の
長
寿
大
国

で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
、

認
知
症
へ
の
対
策
は
重

要
で
す
。

 　
　

保
険
薬
剤
師　

　
　
　
　

中
山
久
仁
夫

　

猛
暑
の
日
々
で
す
。

ご
自
愛
下
さ
い
。

　

今
月
も
取
材
し
た
、

何
件
か
が
掲
載
出
来

な
い
為
、
次
号
で
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

次
号
は
９
月
20
日

（
水
）
発
行
で
す
。

レ
カ
ネ
マ
ブ
と
は
？

あ
と
が
き

　

新
郷
小
学
校
（
校

長
＝
萩
原
美
樹
さ
ん
）

は
今
年
１
５
０
周
年

を
迎
え
る
、
開
校
記

念
日
に
因
ん
で
６
月

21
日
に
は
、
武
蔵
野

音
楽
大
学
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
カ
レ
イ
ド
ス

コ
ー
プ
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続

き
「
身
近
な
楽
器
を

使
っ
た
演
奏
を
鑑
賞

し
、
芸
術
を
親
し
む

態
度
を
育
て
よ
う
」

と
の
目
的
。

　

今
年
は
低
学
年
・

高
学
年
の
２
部
制
で

保
護
者
も
鑑
賞
出
来

た
。
子
ど
も
た
ち
の

わ
か
る
喜
ぶ
曲
を
中

心
に
演
奏
し
、
ク
イ

ズ
式
で
各
楽
器
の
音

色
を
出
し
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
た
り

ピ
エ
ー
ル
ピ
コ

ピ
エ
ー
ル
ピ
コ

  

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
中

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
中　　　
　　　

  

問
＝
右
の
広
告

問
＝
右
の
広
告

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

永
瀬
県
議
、
杉
本
市
議
も

新
郷
小
学
校
で

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

県
立
川
高
前
の
、

ク
ラ
シ
カ
ル
ス
タ
ジ

オ
・
カ
ル
ー
ソ
（
創

設
者
＝
廣
町
彰
久
社

長
）
で
、「
ス
ペ
シ
ャ

ル
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
入
場
料
無
料

で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
部
は
、
春
風

亭
愛
橋
さ
ん
の
落
語

「
カ
ル
メ
ン
」、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
ニ
ス
ト
の

と
感
動
の
時
間
を
共

有
し
た
。

　

須
藤
さ
ん
は
「
元

郷
南
小
の
時
、
音
楽

で
木
原
満
子
先
生
に

教
わ
り
、
こ
の
道
を

選
び
ま
し
た
。
先
生

し
た
。

　

感
謝
の
気
持
ち
を
、

地
元
赤
井
に
あ
る
サ

ン
テ
ピ
ア
さ
ん
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
、
７
月
12
日

同
施
設
を
訪
れ
寄
付

さ
れ
た
。

　

社
会
福
祉
事
業
団

清
水
武
敏
理
事
長
よ

り
「
サ
ン
テ
ピ
ア
に

対
し
て
多
額
の
寄
付

を
さ
れ
ま
し
た
ご
厚

意
に
深
く
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
」
と
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。　

　

飯
塚
市
議
は
「
事

業
団
へ
の
深
い
ご
理

解
に
感
謝
で
す
」
と
。

　

池
田
さ
ん
は
「
地

元
愛
に
感
銘
し
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
」
と
。

　

写
真
左
か
ら
、
飯

塚
孝
行
市
議
、
池
田

誠
常
務
理
事
、
稲
垣

さ
ん
、
鈴
木
浩
幸
所

長
、
富
田
勝
弘
事
務

局
長
。

　

赤
井
の(

有)

稲
垣

タ
イ
ヤ
販
売
（
代
表

取
締
役
＝
稲
垣
敏
雄

さ
ん
）
は
、
こ
の
度

店
主
、
高
齢
の
た
め

閉
店
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
垣
さ
ん
は
「
皆

様
の
温
か
い
ご
支
援

の
中
で
50
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま

稲垣さんサンテピアに寄付

井
阪
美
恵
さ
ん
の「
序

奏
と
ロ
ン
ド
」。
金
刺

美
穂
さ
ん
の
ヨ
ハ
ン

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
２
世

の
「
春
の
声
」。
藤

原
歌
劇
団
ト
ッ
プ
ス

タ
ー
オ
ペ
ラ
歌
手
の
、

村
上
敏
明
さ
ん
・
百
々

あ
ず
さ
さ
ん
の
、
日

本
歌
曲
な
ど
。

　

第
２
部
で
は
、
落

語
と
オ
ペ
ラ
の
融
合

「
蝶
々
夫
人
」。

　

演
出
＆
落
語
：
春

風
亭
愛
橋
さ
ん
、蝶
々

さ
ん
：
百
々
さ
ん
、

ピ
ン
カ
ー
ト
ン
：
村

上
さ
ん
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
：
井
阪
さ
ん
、

ピ
ア
ノ
：
滝
本
紘
子

さ
ん
。

　

日
本
の
伝
統
芸
能

で
あ
る
落
語
が
、
西

洋
芸
術
で
あ
る
オ
ペ

ラ
の
舞
台
に
入
り
込

む
、
落
語
と
音
楽
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

　

満
席
の
観
客
を
魅

了
さ
せ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

　

第
98
回
新
郷
Ｔ
Ｂ

Ｇ
大
会
成
績
で
す
。

◆
男
子
Ａ
優
勝
＝
山

田
泰
一
▽
準
優
勝
＝

西
田
政
治
▽
３
位
＝

今
村
力
。

◆
男
子
Ｂ
優
勝
＝
富

家
秀
之
▽
準
優
勝
＝

森
本
良
信
▽
３
位
＝

片
野
愼
一
。
▽
べ
ス

グ
ロ
＝
高
木
国
男
。

◆
女
子
Ａ
優
勝
＝
辰

野
美
佐
子
▽
準
優
勝

＝
小
野
寺
幸
子
▽
３

位
＝
山
田
登
美
子
。

▽
べ
ス
グ
ロ
＝
辰
野

美
佐
子
。

◆
女
子
Ｂ
優
勝
＝
増

島
順
子
▽
準
優
勝
＝

竹
内
一
枝
▽
３
位
＝

蛭
間
啓
子
。

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

草
加
せ
ん
べ
い
の
庭

　

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
＝
９
月
18
日
（
祝
）

◇
時
＝
18
：
00
開
演

◇
所
＝
草
加
せ
ん
べ
い
の
庭

◇
チ
ケ
ッ
ト
＝
大
人

２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

５
０
０
円
、
お
土
産
付
き

◇
出
演
＝
金
刺
美
穂
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

石
井
み
予
乃
（
ピ
ア
ノ
）

◇
問
＝
（
０
９
０-　

　

 
９
３
６
８-

７
６
０
１
）

に
感
謝
の
お
礼
で
す
」

と
微
笑
ん
だ
。

　

出
演
者
※
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
＆
ピ
ア

ノ
＝
須
藤
洋
亮
さ
ん

※
ホ
ル
ン
＝
杉
田
翔

奈
絵
さ
ん
※
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
＝
大

津
奈
乃
葉
さ
ん
※

チ
ュ
ー
バ
＝
石
塚
匠

さ
ん
※
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
＝
稲
垣
翔
太
さ
ん
。

　

写
真
左
萩
原
校
長
。

　写真は左から井阪さん、百々さん、廣町さん、金刺さん、滝本さん、
後列左から杉本かよ市議、永瀬秀樹県議、村上さん、春風亭さん。


